教職員の過労死事例
	都道府県
	校種・名前・年齢
	死亡年・死亡状況
	確定年・機関・判決
	1 労働実態、②論点、➂判決等

	東京
	八王子中学校教員・菊地将則さん・３５歳
	95年、自宅で入浴中に死亡
	02年12月、
基金本部審査会、
	1 学年主任、進路指導、バトミントン部、41日間連続勤務
2 基金支部―アルコール多飲によると公務外に
3 長期の休日ない勤務が、疲労を蓄積させた。死亡は業務によるもの。

	京都
	障害児学級教員・東條康三さん
	96年、野外学習後倒れ99年
	05年11月、京都支部審査会
	1 育成学級、器物破損、かみつき等で休憩取れない。
2 基金支部―高血圧、糖尿病の素因で公務外
3 長期間の緊張で、強度の精神的・肉体的付加を受けた

	和歌山
	中学校教員・畑昌吾さん・38歳
	98年、自宅寝室で死亡
	06年6月、和歌山県支部審査会
	1 生徒指導、自宅への持ち帰り、ストレスで十二指腸障害
2 基金支部―過重性なし。バレー部は公務ではない。疾病が原因。
3 精神的緊張、原告主張の時間数で労働、休憩時間が不十分

	大阪
	堺市小学校教員・鈴木均さん・37歳
	98年、コンビニで倒れ4日後
	04年1月、大阪高裁
	1 体育主任、保健主事、困難学級、市内体育会、脳梗塞
2 基金支部―仕事を習熟。学級は一般的。夏休みあり。糖尿病
3 １)精神的負担大２)体育会３)超過勤務４)休憩なし５)持ち帰り仕事

	京都
	宇治市小学校教員・荻野恵子さん・44歳
	94年、授業中倒れ、1年後死亡
	04年9月、大阪高裁
	1 もやもや病、6年生、学級崩壊、6ヶ月間80時間以上の残業
2 基金支部―過重なものではない。冬休みあり。既往症
3 過重な職務が、もやもや病を早め、著しく憎悪させた。

	名古屋
	豊橋市中学校教員・鳥居建仁さん・51歳
	02年、勤務中倒れ、機能障害
	11年6月、名古屋地裁
	1 朝夕の陸上部の指導、平均100時間の残業。2ヶ月間は146時間
2 基金支部―業務は裁量の余地があった。夏休みもあり。
3 高度の精神的緊張が続いた。夏休みの休養、その見方は「失当」だ。

	京都
	小中学校教員8名
	
	09年10月、大阪高裁
	1 無定量な超過勤務の是正、安全配慮義務違反、労基法37条求め
➂　電通裁判の安全配慮義務を引用。市教委と校長の責任を明確に


教職員の過労自死事例
	都道府県
	校種・名前・年齢
	死亡年・死亡状況
	確定年・機関・判決
	1 労働実態、②論点、➂判決等

	東京
	新宿区小学校新任教員・Aさん
	06年、自宅で自殺企画
	10年2月、東京支部審査会
	1 過重な労働、ストレス、保護者の連絡、サポート不足、
2 基金支部―本部審査会の回答で公務外に。→取り消し
3 不十分な支援、授業の遅れ、保護者の意見、自分で抱え込んだ。

	宮城
	仙台市中学校教員・大友雅義さん・36歳
	98年、ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ大会中、ホテル
	07年8月、仙台地裁
	1 免許外教科も担当、生徒指導活動、県中体連副会長
2 基金支部―特に過重な業務はない。中体連は公務と認められない。
3 中体連関係業務は、公務に当たるものと判断

	静岡
	大東町小学校教員・尾崎喜子さん
	2000年休職、復帰予定、自死
	09年10月、最高裁
	1 1/20養護学校児の体験入学、2/23病休4/21休職、8/2自死
2 基金支部―02年公務外、地裁―04年請求却下
3 精神的に深刻な危険な状態。公務として過重性を優に肯定できる。

	大阪
	堺市中学校教員・女性・51歳
	98年、休職中に自宅で自死
	10年3月、大阪地裁
	1 荒れた中学校、学級崩壊、97年に鬱病を発症
2 基金支部―持ち帰り仕事や過重性は認めず。8年間も放置
3 日常的な職務自体が、既に強い肉体的・精神的ストレスを伴い。



以上「労働と医学No112」より
